
弊社の取組むSDGs（製品）

現在の取組

１：エシカルトレード製品『Dilmah紅茶』の普及
スリランカの茶園地域で70カ所以上の託児所を運営、茶園労働者家庭の5歳未満の児童

約3,500名を無償で保育、給食の提供を行い適切な健康・発育を管理促進。
託児所で初等教育を提供。地元の公立小学校へ入学する卒園児にスクールバッグと文

具を無償提供
茶園労働課程の学生に奨学金を提供。

2004年以来約450名が進学し卒業後医者・弁護士等の職業で活躍。
ライフラインの整備が遅れている地域で井戸を掘削、浄水施設を設置し地域住民へ飲

料水を安定的に供給。
社会福祉施設『MJFセンター』に料理学校を開校。貧困やハンディキャップを

抱えた若者達に料理の技能訓練を無償提供・ホテル等への就職を支援。
MJFセンターにてハンデキャップを抱えた若者や家庭内暴力の問題を抱えた

女性達を雇用し働きながら経済的自立を促進するベーカリーカフェを運営。
MJFセンターにて家庭の事情で学校を退学した若者達にコンピュータ・

グラフィック等のIT技能訓練を無償で提供。
MJFセンターにてダウン症や脳性麻痺等の特別な支援を必要とする児童達をケア

する専門設備の整った施設を運営。地域社会の偏見を無くす啓発活動を実践。

天然の土壌促進剤『バイオ炭』を導入した環境保全型茶園経営。内戦で荒廃した東部

地域にカシューナッツを植樹・緑化しCo2削減、地域経済の自立支援。

過去の内戦で夫を亡くした女性達に、職業訓練・仕事に必要な道具を無償提供。

農業・漁業・工芸の仕事に就き自立を支援。

茶園での水力発電導入、ディルマ紅茶製品化工場でのソーラー発電導入等により

『カーボンニュートラル』を達成（2017年）

産業が衰退した遠隔地農村地域で地元産の牛乳を加工するヨーグルト工場、粘土から

焼き物を作る陶芸工場等を設置、地元の人々の経済的自立・発展を支える。



現在の取組

２：FSC認証紙を使用した環境に優しい紙ストローの普及

現在の取組

３：RSPO石鹸の採用

現在の取組

４：CLEAN THE WORLDの取り組み

RSPOとは「持続可能なパーム油のための円卓会議」WWW (世界自然保護基金)活動の一環。

新たに手付かずの森林や保護価値の高い地域に油やし農園を開発しない事と労働者・小規模農

園との公平な関係を維持する事を目的としている。

世界4000を超えるホテルが参画する使用済み石鹸リサイクルプログラム。

  世界420,000室以上の客室から4,000㌧以上の石鹸を回収し石鹸素地まで分解、再度石鹸や

洗剤にリサイクル。未だに毎年約200万人もの子供たちが肺炎・ｺﾚﾗ・赤痢で亡くなっている

が、これらのリサイクル石鹸を配給する事で少しでも減らす事が目的。日本地区を担当。

炭酸水でも使え、⾧時間耐久性のある『使い心地の良い』紙ストロー。

プラスチックを削減し、売り上げの一部を首里城再建に掛かる技術者支援に寄付



現在の取組

５：節水シャワーヘッドにて貴重な水資源の節減

現在の取組

５：分子調理器『WOW』による、食用油削減、調理人職場環境改善

現在の取組

６：アメニティにおける使用プラ量の削減

今後の取組み

ご当地アメニティ・新素材アメニティの開発（現時点では非公表）

※弊社SDGs取り組み製品に関するお問い合わせは ワタナベ まで

 TEL：03−6911−3746  E -mail：watanabee @spej .co.jp

まずは出来るところから。

１００％リサイクルPET樹脂採用によりCo2を50％削減。

バイオマスプラスチック採用により20～40％プラスチック削減。

使用プラを30～40％削減したボトルの開発。

coming soon…

油と水の分子を細かくする事で爆発を最小限に抑え、油煙を軽減し調理人の健康を守ります。

また食材表面が壊れない為、油の食品への侵入を防ぎトランス脂肪酸の摂取を抑制すると同時

に、逆に食品の汁やエキスが油に流出しないので、油の寿命が延び、廃油を減らし河川や海洋

汚染を抑制します。現在お使いのフライヤに工事なしで取り付けられます。

美容業界で使われている製品。業界最高峰のウルトラファインバブルで使用感を向上させなが

らも、機能性だけでなくホテル等Luxury施設にも違和感なく使える洗練されたデザイン。節水

率は約40％～最大約70％（流水圧0.12Mpaにて計測）。シャワーにかかる水道水量を節約し、

お湯を沸かす光熱費も軽減。


